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概要（Summary ）： 

農作物、果樹等の生産において、植物の生体情報に

基づいて果樹や作物の水分制御や施肥管理が実現で

きれば、作物の生産性向上や高品質な果実の安定生産

に繋がるため、植物末端での水分量のモニタリング技

術の確立に大きな期待が寄せられている。本研究では、

グラニエ法の測定原理を応用し、本支援機関の公開支

援装置群を利用することで、従来のグラニエセンサ

(プローブ部直径:2mm、長さ:20mm)の小型化(1/10 以

下)を図り、直径が数 mm 以下の細径な植物の樹液流量

を低ダメージで測定可能なマイクロセンサを実現し

た。 

 

実験（Experimental）： 

本研究では、片面マスクアライナ（ミカサ社製 

MA-10 型）を用いて、細径プロ－ブ形状のパタ－ン

を形成すると共に、マイクロヒータ、温度センサの

パタ－ン形状を形成した。また、エッチング技術、

薄膜形成技術を駆使して、細径プロ－ブ、マイクロ

ヒータ、pn 接合ダイオードを Si チップ上に一括形

成した。 

 

結果と考察（Results and Discussion）： 

Fig.1 に実際に製作した植物生体情報計測用

センサデバイスのマイクロヒ－タと温度センサ

を示す。マイクロヒータに DC4V(ヒータ電力

0.12W)を印加することで、従来のグラニエセンサ

と同様な温度領域まで(40～50℃)、プローブ部の

加熱ができること、更に温度センサを用いて、20

～85℃の範囲で温度測定可能なこと(－4.4 

mV/℃ )を確認した。 

さらに、これらの基板裏面には、目標寸法・形

状(直径:100µm、長さ:300µm)を有するマイクロプ

ロ－ブが形成できることを示した。 

 

 

Fig. 1. SEM image of temperature sensor and heater in 

fabricated micro sap flow sensor 
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